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１．目的 

 医療は，本質的に相互行為を通じて成立するものである．特に最近の医療現場では「患者中心主

義」が謳われ，消費者主義とも相まって医療者と患者の「対等な」関係を重視するようになってい

る（Haug and Lavin 1983）．どのようにしてその「対等な」関係を結ぶことができるかという問

題は，その関わりの現状を明らかにすることから始めなければ，解明できない．本発表では，医療

分野における会話分析研究の蓄積を，特に治療の話し合いの部分に関して広く知られるいくつかの

古典的な研究と共に最近の研究の広がりについて重点的に紹介したい． 

２．治療の話し合い・交渉について 

 まず古典的な研究としては，スタイバース Stivers （2006）の小児科診療における治療方針の決

定に関する研究を紹介したい．スタイバースは，患者の親が治療方針の話し合いの際に，時折抵抗

(resistance)をしめすことに着目した．治療提案連鎖において，患者や家族からの間接的な抵抗は

沈黙，応答の保留や最小限の相槌などによって示される．その場合，医師は患者もしくは家族の了

承を得るまで，提案という行為を繰り返す．つまり受け手の承諾が提案を終了するための重要なピ

ースになっている．治療方針の話し合いは，最も患者の治療への参加が求められる． 

３．最近の研究動向 

 最近の研究では，こうした提案連鎖におけるパターンは，小児科医療のみならずプライマリ・ケ

アのデータや慢性疾患の診療においても顕著に現れることが報告されている（Koenig 2011）．日本

国内でも，女性医療，救急医療や精神科診療における提案の構造が明らかになりつつある（Kushida 

and Yamakawa 2015; 川島 2013）．さらに治療方針を決定するというプロセスについては，その

場の方針を決める権威 deontic authority という側面からも研究が進んでいる．特に治療方針の決

定の際に医師だけでなく患者もその deontic authority を発揮する発揮するという議論がステバノ

ビック Stevanovicらによって展開されている（Stevanovic and Peräkylä 2012; Lindström and 

Weatherall 2015; Landmark et al. 2015）． 
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